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平成21年5月1日 3月定例会平成21年5月1日 3月定例会

平成21年度 当初予算 

一般会計4949億5,800800万円 
平成21年度 当初予算 

一般会計49億5,800万円 
目 的 予 算 額 主 な 事 業 内 容

議 会 費 6,137万円 議会活動費／議会報発行費　など

総 務 費 4億3,479万円 携帯電話不感地域解消事業費／むらづくり補助費　など

民 生 費 7億6,441万円 老人福祉対策費／心身障害者福祉対策費／保育園管理費　など

衛 生 費 2億9,678万円 乳児・少子対策医療費助成／ごみ処理対策費／健康づくり対策費　など

農林水産業費 3億7,826万円 林道蛇喰中束線開設・舗装事業費／有害鳥獣駆除対策費　など

商工労働費 3億2,065万円 観光施設整備費／ゆ～む管理費／観光振興対策費　など

土 木 費 4億7,929万円 道路除雪対策費／除雪機械購入費／道路橋りょう維持費　など

消 防 費 2億7,149万円 消防無線整備事業費／消防団運営費／常備消防費　など

教 育 費 11億7,396万円 統合小学校建設事業費／文化財保護費／小中学校管理費　など

公 債 費 7億7,144万円 村債償還金　他

そ の 他 556万円 災害復旧事業費／諸支出金／予備費

会 計 名 予 算 額 前年比（％）

国民健康保険事業特別会計 7億9,800万円 －3.2

国民健康保険関川診療所特別会計 1億 580万円 －7.2

老人保健特別会計 150万円 －99.0

介護保険事業特別会計 7億 780万円 5.7

後期高齢者医療特別会計 6,310万円 －12.4

村有温泉特別会計 540万円 0.0

宅地等造成特別会計 760万円 －1.3

簡易水道特別会計 4,700万円 －2.7

公共下水道事業特別会計 5億5,220万円 －15.5

農業集落排水事業特別会計 1億1,360万円 11.7

水道事業会計　 収益的　 収入 1億 520万円 －2.5

　　　　　　　　　　　　支出 1億 490万円 －2.6

　　　　　　　 資本的　 収入 5,650万円 20.2

　　　　　　　　　　　　支出 1億 176万円 18.5

子育てしやすい環境づくり　
妊婦検診の回数を増やし経費を支援します。
保育料を値下げします。
小学校卒業までの医療費を支援します。

地 産 地 消 の 推 進
　村内で生産されるものや有形無形の資源・財産などを積極的に活用し、
村の活力の増進に努め、すべての分野で取り組みを進めます。

コミュニティ組織の充実
　小学校の統合で廃校となった学校跡地の利用方法を地域の皆さんと考
え、コミュニティ組織の充実を応援します。

関川村議会だより　　第 75 号関川村議会だより　　第 75 号

（審議された内容は４～５ページをご覧ください）



3月定例会 

意
見
書
を
国
等
に
提
出

意
見
書
を
国
等
に
提
出

平成21年5月1日3月定例会 平成21年5月1日3月定例会

◆
関
川
村
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　◆
関
川
村
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
関
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
関
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
関
川
村
道
路
占
用
料
等
微
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◆
関
川
村
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

3月定例会 
　
平
成
二
十
一
年
三
月
定
例
会
が

　
平
成
二
十
一
年
三
月
定
例
会
が
、

十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会
期
で

十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た

開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
村
長
が
施
政
方
針
を

　
初
日
は
、
村
長
が
施
政
方
針
を

表
明
。
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員

表
明
。
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員

が
、
学
校
完
全
米
飯
給
食
の
導
入

が
、
学
校
完
全
米
飯
給
食
の
導
入
、

広
報
無
線
、
災
害
弱
者
の
把
握
及

広
報
無
線
、
災
害
弱
者
の
把
握
及

び
救
助
体
制
に
つ
い
て
な
ど
活
発

び
救
助
体
制
に
つ
い
て
な
ど
活
発

な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
八
件
を

平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
八
件
を

可
決
。
条
例
の
改
正
・
廃
止
案
件

可
決
。
条
例
の
改
正
・
廃
止
案
件

に
つ
い
て
は
各
分
科
会
へ
付
託
。

に
つ
い
て
は
各
分
科
会
へ
付
託
。

二
十
一
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

二
十
一
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を

は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を

行
い
ま
し
た

行
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
条
例
の
改
正
・
廃

　
最
終
日
は
、
条
例
の
改
正
・
廃

止
八
件
、
二
十
一
年
度
当
初
予
算

止
八
件
、
二
十
一
年
度
当
初
予
算

が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
採
択
さ
れ
た

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
採
択
さ
れ
た

意
見
書
二
件
を
関
係
機
関
へ
提
出

意
見
書
二
件
を
関
係
機
関
へ
提
出

す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し
た

す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
三
月
定
例
会
が
、

十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
村
長
が
施
政
方
針
を

表
明
。
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員

が
、
学
校
完
全
米
飯
給
食
の
導
入
、

広
報
無
線
、
災
害
弱
者
の
把
握
及

び
救
助
体
制
に
つ
い
て
な
ど
活
発

な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
八
件
を

可
決
。
条
例
の
改
正
・
廃
止
案
件

に
つ
い
て
は
各
分
科
会
へ
付
託
。

二
十
一
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
条
例
の
改
正
・
廃

止
八
件
、
二
十
一
年
度
当
初
予
算

が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
採
択
さ
れ
た

意
見
書
二
件
を
関
係
機
関
へ
提
出

す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

条
例
改
正 

条
例
廃
止 

◆
関
川
村
教
育
構
想
審
議
会
条

例
の
廃
止

意
見
書
を
国
等
に
提
出

意
見
書
を
国
等
に
提
出

意
見
書
を
国
等
に
提
出

意
見
書
を
国
等
に
提
出

関川村議会だより　　第 75 号関川村議会だより　　第 75 号

地
域
間
格
差
を
拡
大
す
る
「
地
方
移
譲
」
に

反
対
し
、
国
土
交
通
省
地
方
出
先
機
関
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書

　
　

◛
関
川
村
に
お
い
て
重
要
な
荒
川
・
国
道
一
一

三
号
線
を
国
の
直
轄
管
理
と
し
、
羽
越
河
川

国
道
事
務
所
お
よ
び
新
潟
国
道
事
務
所
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
。

◛
大
規
模
災
害
の
復
旧
な
ど
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
国
土
交
通
省
地
方
出
先
機
関
の

統
廃
合
は
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。
他

提
出
先
⋯
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
行
政
改
革
担
当
大
臣
、

財
務
大
臣
、
北
陸
地
方
整
備
局
長

金
融
危
機
に
端
を
発
す
る
大
量
解
雇
・
雇
い

止
め
か
ら
雇
用
と
く
ら
し
を
ま
も
る
緊
急
対

策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

  

◛
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
に
も
し
っ
か
り
と
失

業
給
付
が
さ
れ
る
よ
う
、
失
業
給
付
受
給
資

格
に
必
要
な
就
労
期
間
を
十
二
カ
月
か
ら
六

カ
月
に
戻
す
こ
と
。

◛
巨
額
の
内
部
留
保
を
も
つ
大
企
業
に
便
乗
的

な
人
員
整
理
を
し
な
い
よ
う
強
く
指
導
・
監

督
す
る
こ
と
。
他

提
出
先

⋯

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

◛
事
業
再
評
価
に
お
い
て
は
、
「
経
済
的
効
果
」
の
み
重
点
を
置
く
こ
と
な
く
、
道
路
の
持
つ
地

域
ご
と
の
多
様
な
効
果
を
評
価
し
、
地
方
の
社
会
基
盤
で
あ
る
道
路
整
備
を
優
先
す
る
こ
と
。

◛
国
道
一
一
三
号
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
は
、
地
域
住
民
の
生
命
を
守
り
、
新
潟
県
の
み
な
ら
ず
山
形

県
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
自
治
体
の
意
見
を
反
映
し
、

事
業
を
継
続
し
早
期
完
成
に
向
け
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

提
出
先
⋯
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
行
政
改
革
担
当
大
臣
、
新
潟
県
知
事

国
道
一
一
三
号
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

四
月
臨
時
会 



平成21年5月1日 予算審査特別委員会

問
　
村
民
税
や
固
定
資
産
税
の

減
額
理
由
は
。

答
　
村
民
税
は
納
税
義
務
者
数

の
減
少
に
よ
る
金
額
の
減
、
団

塊
世
代
の
高
所
得
者
が
年
金
受

給
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
、

不
景
気
に
よ
る
減
な
ど
が
主
な

理
由
で
す
。

問
　
職
員
健
康
づ
く
り
事
業
講

師
謝
金
の
内
容
は
。

答
　
村
職
員
の
心
身
の
健
康
を

図
る
事
業
の
実
施
に
際
し
、
講

師
に
支
払
う
謝
金
で
す
。

問
　
戸
籍
の
電
子
化
の
予
定
は
。

答
　
電
子
化
に
か
か
る
機
器
の

整
備
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
現
在
の
と
こ
ろ
導
入

は
厳
し
い
状
況
で
す
。

一

般

会

一

般

会

計

一

般

会

一

般

会

計

歳
　
入

歳
　
出

総

務

費 

民

生

費 

問
　
白
山
霊
園
の
空
き
区
画
数

は
。

答
　
十
二
の
空
き
区
画
が
あ
り

ま
す
。

衛

生

費 

農
林
水
産
業
費 
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問
　
関
川
村
商
工
会
補
助
金
は

削
減
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

答
　
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果

商
工
業
者
の
活
性
化
を
図
り
た

い
の
で
昨
年
度
と
同
額
の
補
助

で
削
減
は
し
ま
せ
ん
。

商
工
労
務
費 

土

木

費 

問
　
除
雪
機
械
購
入
費
は
何
台

購
入
予
定
か
。

答
　
十
一
ト
ン
級
一
台
で
三
分

の
一
は
国
か
ら
の
補
助
で
す
。

問
　
除
雪
車
修
繕
料
の
内
容
は
。

答
　
ロ
ー
タ
リ
ー
三
台
、
ド
ー

ザ
ー
八
台
、
歩
道
除
雪
車
三
台
、

凍
結
防
止
散
布
車
一
台
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
等
の
修
繕
で
す
。

問
　
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費
の

工
事
請
負
費
は
集
落
要
望
が
あ
っ

た
も
の
か
。

答
　
要
望
が
あ
っ
た
中
か
ら
優

先
順
位
を
決
め
て
、
特
に
緊
急

性
の
高
い
も
の
を
優
先
し
て
行

い
ま
す
。

問
　
除
雪
作
業
等
委
託
料
に
は

待
機
補
償
料
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

費
の
う
ち
駆
除
の
対
象
は
。

答
　
主
に
カ
ラ
ス
と
猿
で
す
。

問
　
あ
い
さ
い
市
物
置
増
築
の

場
所
は
。

答
　
あ
い
さ
い
市
の
裏
で
す
。

問
　
農
業
用
水
門
等
操
作
委
託

料
は
。

答
　
一
カ
所
三
万
五
千
円
で
十

カ
所
の
水
門
等
の
管
理
を
地
元

の
方
へ
委
託
す
る
も
の
で
す
。

問
　
農
業
用
水
門
補
修
等
は
。

答
　
高
田
排
水
樋
門
管
理
橋
の

補
修
等
で
す
。

問
　
国
土
調
査
事
業
費
の
事
業

内
容
は
。

答
　
主
に
二
十
年
度
ま
で
実
施

し
た
宮
前
地
区
の
成
果
の
提
出

と
二
十
一
年
度
か
ら
実
施
す
る

南
中
地
区
の
調
査
で
す
。

問
　
老
人
保
護
措
置
費
の
扶
助

費
の
内
容
は
。

答
　
や
ま
ゆ
り
荘
に
か
か
る
九

人
分
の
経
費
で
す
。

問
　
心
身
障
害
者
福
祉
対
策
費

の
介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付

費
の
内
容
は
。

答
　
心
身
障
害
者
の
福
祉
に
か

か
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
の
利
用
者
負
担
を
除
い

た
分
の
経
費
で
す
。



問
　
消
防
団
の
指
導
体
制
は
。

答
　
毎
年
二
、
三
人
ず
つ
消
防

学
校
で
幹
部
講
習
を
受
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

消

防

費 

教

育

費 

継

続

費 

平成21年5月1日予算審査特別委員会

問
　
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

費
の
う
ち
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
新
設

は
何
カ
所
か
。

答
　
集
落
要
望
が
あ
っ
た
五
カ

所
で
す
。

問
　
河
川
総
務
費
修
繕
料
の
内

容
は
。

答
　
堆
積
土
砂
の
取
り
除
き
が

主
な
も
の
で
す
。

問
　
下
水
道
建
設
費
の
工
事
費

の
内
容
は
。

答
　
松
平
、
湯
沢
、
沢
、
高
瀬

の
舗
装
工
事
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業 

水
道
事
業
会
計 

特

別

会

特

別

会

計

特

別

会

特

別

会

計

問
　
石
綿
管
更
新
等
工
事
の
場

所
は
。

答
　
上
関
集
落
セ
ン
タ
ー
脇
か

ら
八
百
七
十
六
メ
ー
ト
ル
先
の

旧
水
道
施
設
あ
た
り
ま
で
で
す
。

関川村議会だより　　第 75 号

問
　
広
域
障
害
児
教
育
相
談
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
村
上
市
で
実
施
し
て
い
る

「
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
教
室
」

に
村
内
の
子
ど
も
に
関
し
て
相

談
や
指
導
を
受
け
る
た
め
の
委

託
料
で
す
。

問
　
防
災
無
線
整
備
事
業
の
内

容
は
。

答
　
防
災
無
線
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、
全
て
更
新
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル

波
に
変
え
る
こ
と
で
双
方
向
通

信
が
可
能
と
な
り
、
有
事
の
際

の
情
報
収
集
に
も
有
効
で
す
。

ま
た
、
各
世
帯
に
貸
与
し
て
あ

る
受
信
機
も
す
べ
て
更
新
し
ま

す
。

問
　
防
災
無
線
整
備
事
業
に
充

て
る
財
源
は
。

答
　
過
疎
対
策
事
業
債
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
再
来
年
度
も
新
過
疎
法
に
よ

り
過
疎
対
策
事
業
債
が
継
続
さ

れ
る
見
込
み
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

設置から２０年以上
経過する戸別受信機



　
　
　
平
成
二
十
年
度
施
政
方

針
の
う
ち
四
項
目
に
つ
い
て
、

実
施
状
況
と
結
果
、
お
よ
び
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

①
村
と
村
民
の
協
働

②
地
域
間
交
流
と
交
流
居
住

③
産
業
間
の
連
携

④
村
民
参
加
の
推
進

　
　
　
平
成
二
十
一
年
度
の
施

政
方
針
で
も
同
じ
項
目
に
つ
い

て
述
べ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
施
策
も
成
果
が
あ
ら
わ
れ
る

に
は
長
い
時
間
と
積
み
重
ね
が

必
要
で
す
。

協
働
の
本
旨
は
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
活
動
す
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
具

体
的
な
提
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
間
の
交
流
と
交
流
居
住

に
つ
い
て
は
、
さ
い
た
ま
市
と

の
交
流
、
い
で
湯
の
関
川
ふ
る

里
会
な
ど
が
縁
と
な
り
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

産
業
間
の

交
流
に
つ
い
て
は
、
農
業
と
観

光
の
連
携
、
地
産
地
消
の
連
携

な
ど
に
よ
り
成
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

村
民
参
加
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
地
域
懇
談
会
だ

け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

イ
ベ
ン
ト
、
清
掃
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
活

性
化
の
た
め
に
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
大
切
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
平
成
二
十
年
度
・
二
十

一
年
度
の
二
カ
年
計
画
で
広
報

無
線
設
備
の
更
新
を
実
施
す
る

計
画
と
あ
り
、
防
災
情
報
や
広

報
活
動
な
ど
に
は
不
可
欠
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
数
年
前
か
ら
健
康

増
進
の
た
め
ラ
ジ
オ
体
操
を
放

送
し
て
い
る
が
、
体
操
を
し
て

い
る
村
民
の
方
は
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
二
十
一
年
度
の
特
定
検

診
な
ど
の
申
込
の
な
か
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
回

収
し
た
約
千
四
百
五
十
人
中
二

十
三
％
、
三
百
人
が
実
施
し
て

い
る
結
果
で
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
に
協
力
し
て
い

る
方
が
い
て
成
果
は
あ
る
と
見

て
い
る
の
で
継
続
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　
　
ラ
ジ
オ
体
操
は
う
る
さ

い
の
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
り

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
下
げ
る
家
庭
が

多
く
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
防
災
無
線
が
用
を
な
さ

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
は
廃
止
す

べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
家
庭
の
な
か
で
も
子
供

が
昼
寝
し
て
い
る
の
に
と
い
う

意
見
も
聞
き
ま
す
が
、
健
康
づ

く
り
の
趣
旨
か
ら
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
次
の
村
長
選
出
馬
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
自
立
継
続
を
皆
さ
ん
に

審
判
で
き
る
機
会
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

平成21年5月1日 一般質問

渡辺秀雄議員

渡辺健作議員

広報無線で流す
ラジオ体操は必要か

健康増進のため継続していく

　
　
　
三
条
市
で
は
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
小
中
学
校
の
給
食

を
三
条
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ

た
週
五
回
の
完
全
米
飯
給
食
を

実
施
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
と
の
新

聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
村
で
は
平
成
二
十
二
年
四

月
に
統
合
小
学
校
が
開
校
し
ま

す
。
ま
た
、
安
心
安
全
で
非
常

に
食
味
の
良
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
の
食
育
と
地

産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
、
開

校
は
完
全
米
飯
給
食
を
導
入
す

る
ま
た
と
な
い
機
会
と
考
え
る

が
。

　
　
　
完
全
米
飯
給
食
の
導
入

に
つ
い
て
私
も
議
員
の
考
え
に

同
感
で
す
。
施
政
方
針
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
地
産
地
消
を
柱

の
一
つ
に
し
て
お
り
、
ま
た
自

給
率
の
向
上
対
策
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
小
中
学
校
と
も
週

五
回
の
給
食
で
、
米
飯
給
食
は

三
・
八
回
で
す
が
二
十
一
年
度

は
四
回
に
増
や
し
た
い
考
え
で

す
。

　
地
産
地
消
の
考
え
か
ら
も
十

分
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
の
運
営

委
員
会
な
ど
で
は
現
状
維
持
の

意
向
が
強
く
、
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
の
意
向
も
踏
ま
え
、
地

産
地
消
の
考
え
方
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て

教
育
委
員
会
で
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
地
球
温
暖
化
が

進
み
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
、

世
界
で
は
大
災
害
が
頻
繁
に
発

生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
に
対

し
新
潟
県
は
三
月
下
旬
か
ら
レ

ジ
袋
の
削
減
運
動
を
は
じ
め
る

そ
う
で
す
。
当
村
も
村
全
体
で

レ
ジ
袋
削
減
運
動
に
参
加
し
、

ご
み
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と

に
よ
り
二
酸
化
炭
素
削
減
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
村
で
は
県
の
運
動
に
参

加
し
て
事
業
者
、
消
費
者
双
方

へ
の
啓
発
活
動
や
広
報
活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
て
行
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
三
月
下
旬
に
県
民
及

び
事
業
者
、
消
費
者
団
体
な
ど

が
新
潟
県
レ
ジ
袋
削
減
県
民
運

動
に
取
組
む
宣
言
を
行
い
、
そ

れ
と
同
時
に
市
町
村
は
県
民
運

動
に
参
加
し
、
レ
ジ
袋
削
減
の

取
組
み
を
宣
言
し
意
思
表
示
を

し
ま
す
。

　
商
工
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

良
い
方
向
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

議
員

村
長

村
長

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
長
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完全米飯給食の導入は
保護者や子どもたちの意向も

踏まえて今後の課題とする
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伊藤理助議員

米の売れゆきは生産調整に
反映されているか

津野庄衛議員

　
　
　
生
産
農
家
を
指
導
し
て

い
る
稲
作
通
信
に
つ
い
て
伺
う
。

刈
り
取
り
時
期
を
明
示
す
る

積
算
温
度
計
は
村
に
何
カ
所
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

病
害
虫
の
発
生
状
況
調
査
の

方
法
と
気
象
予
報
の
方
法
。

ま
と
め
の
総
括
号
は
出
さ
な

い
の
か
。

　
　
　

積
算
温
度
計
は
上
土

沢
地
内
・
鮖
谷
地
内
・
南
中
地

内
の
三
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。県

の
指
定
に
よ
る
見
歩
き
調

査
、
す
く
い
取
り
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
気
象
デ
ー
タ
は
半

旬
ご
と
の
積
み
上
げ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
話
し
合
い
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
生
産
調
整
に
つ
い
て
伺

う
。村

内
一
律
単
収
か
ら
集
落
別

単
収
へ
移
行
し
た
理
由
。

単
収
は
変
わ
る
の
か
。

生
産
調
整
配
分
時
に
過
去
の

デ
ー
タ
を
公
表
で
き
な
い
か
。

以
前
、
米
の
売
れ
ゆ
き
に
よ

る
分
を
生
産
調
整
へ
反
映
さ
せ

る
と
説
明
し
た
が
、
具
体
的
に

ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
一
昨
年
以
降
、
生
産
調

整
は
行
政
か
ら
移
行
さ
れ
、
現

在
は
関
川
村
水
田
農
業
推
進
協

議
会
で
方
針
を
決
定
し
て
い
ま

す
。農

業
委
員
会
か
ら
の
建
議
が

あ
り
、
事
務
的
に
も
め
ど
が
立
っ

た
た
め
で
す
。

十
九
年
と
二
十
年
は
同
じ
単

収
で
、
二
十
一
年
は
下
が
っ
て

い
ま
す
。
有
機
栽
培
等
規
定
に

沿
っ
た
栽
培
は
一
部
変
更
が
あ

り
観
光
栽
培
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

農
業
共
済
組
合
が
も
っ
て
い

る
デ
ー
タ
し
か
な
い
の
で
必
要

が
あ
れ
ば
協
議
会
で
説
明
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

売
れ
る
米
づ
く
り
の
成
果
は

生
産
調
整
の
数
値
に
加
味
さ
れ

て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
薬
を
勝
手
に
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
現
状
の
な
か
、
稲

こ
う
じ
な
ど
の
病
害
虫
か
ら
稲

を
守
り
良
い
米
を
生
産
で
き
る

よ
う
に
、
気
象
を
デ
ー
タ
化
し

て
農
家
に
知
ら
せ
指
導
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

　
　
　
こ
の
要
望
は
米
づ
く
り

を
し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
の
指
導
機
関
に
対
し

て
、
村
と
し
て
も
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
学
校
統
合
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
る
が
具
体
的
な
方
策
は
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
活

性
化
を
失
わ
な
い
よ
う
な
方
策

を
考
え
ま
し
ょ
う
と
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
具
体

的
な
跡
地
利
用
も
含
め
て
村
も

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
災
害
弱
者
の
把
握
や
救

助
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
十
九
年
十
二
月
の
区
長

会
議
に
お
い
て
災
害
時
の
要
保

護
者
名
簿
の
作
成
を
お
願
い
し
、

全
集
落
の
約
三
分
の
二
か
ら
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
最
新
の
情

報
を
得
る
た
め
に
区
長
会
議
ご

と
に
修
正
内
容
の
連
絡
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
村
は
こ
の
名
簿
と

合
わ
せ
て
支
援
の
必
要
な
方
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
救
助
体
制
に
つ
い
て
は
各
集

落
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
の
避

難
、
救
助
な
ど
の
体
制
を
決
め
、

避
難
訓
練
な
ど
で
実
際
の
動
き

を
点
検
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
現
在
は
十
七
集
落
の
自
主

防
災
組
織
を
認
定
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
組
織
化
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
村
で
は
災
害
時
要
保
護
者
支

援
プ
ラ
ン
を
昨
年
十
月
に
策
定

し
、
基
準
や
対
応
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
方
に
は
日

ご
ろ
か
ら
避
難
す
る
場
所
を
確

認
し
て
お
く
な
ど
の
心
構
え
を

準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
道
の
駅
周
辺
整
備
事
業

後
に
つ
い
て
近
隣
施
設
の
変
化

は
ど
う
か
。

　
　
　
入
込
客
数
に
最
も
伸
び

が
見
ら
れ
た
の
が
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
で
し
た
。
下
回
っ
て
い

る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
渡
辺
邸
が
今
後
五
年

間
か
け
て
の
大
改
修
に
入
り
ま

し
た
の
で
、
少
な
か
ら
ず
そ
の

影
響
も
出
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

村
は
町
並
み
ガ
イ
ド
の
育
成
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
力
を

お
借
り
し
て
旧
米
沢
街
道
へ
の

観
光
客
の
誘
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
地
域
文
化
交
流
施
設
ち
ぐ
ら

と
関
川
村
農
物
産
館
あ
い
さ
い

市
は
売
上
げ
を
年
々
伸
ば
し
て

お
り
、
今
後
も
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
米
沢
街
道

周
辺
、
上
関
・
下
関
地
域
を
い

ろ
い
ろ
検
証
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
元
気
わ

く
湧
く
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
後
は
そ
の
実
現
に
向
け

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

関川村議会だより　　第 75 号

売れる米づくりの成果は数値に
加味されていると判断している

災害弱者の把握や救助体制は
名簿を作成し把握に努め、

策定した避難支援プランで示します



平成21年5月1日 先進地視察

　
平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
四
十
九
億
五
千
八
百

万
円
、
前
年
度
よ
り
三
億
九
百

五
十
万
円
増
で
、
統
合
小
学
校

の
事
業
費
が
増
額
の
主
な
理
由

で
す
。

　
村
長
よ
り
新
年
度
の
施
政
方

針
が
示
さ
れ
、
村
政
運
営
に
つ

い
て
は
関
川
村
自
立
計
画
基
本

方
針
の
ほ
か
に
今
年
度
は
、
少

子
化
対
策
、
地
産
地
消
の
推
進
、

村
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
充

実
の
三
点
を
重
点
施
策
と
し
て

実
施
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

村
が
自
立
し
発
展
す
る
に
は
、

目
玉
と
な
る
産
業
と
雇
用
の
場

が
不
可
欠
で
す
、
議
会
と
し
て

も
よ
り
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
三
月
は
村
内
小
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
多
く

の
児
童
、
生
徒
が
学
窓
か
ら
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
関
川
中

学
校
出
身
の
伊
藤
、
若
林
両
君

が
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
優
勝

校
に
善
戦
し
、
関
川
村
の
名
を

高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
夏
の
甲

子
園
に
向
け
さ
ら
な
る
前
進
を

期
待
し
ま
す
。
　
渡
辺
（
健
）

資源保護のため再生紙を使用しています。

目
　
　
的

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
マ
テ
リ
ア
ル

資
源
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
、

平
成
十
七
年
七
月
策
定
さ
れ
た
。

実
施
主
体

 

上
越
市
・
上
越
バ
イ
オ
マ
ス

循
環
事
業
協
同
組
合
・
く
び
き

野
森
林
組
合

取
り
組
み
内
容
（
抜
粋
）

生
ゴ
ミ
、
下
水
汚
泥
、
廃
食

油
の
複
合
的
利
活
用

未
利
用
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
促
進

取
り
組
み
経
過
（
抜
粋
）

上
越
バ
イ
オ
マ
ス
循
環
事
業

協
同
組
合
を
平
成
十
一
年
十
二

月
設
立
⋯
生
ゴ
ミ
を
収
集
、
堆

肥
化
し
、
有
機
農
産
物
を
栽
培

∏
市
が
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
造
設
備
を
購
入
し
、
ア

グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
じ
ょ
う

え
つ

へ
同
設
備
を
無
償
貸
与

⋯
木
粉
や
非
食
用
米
、
籾
殻
等

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
タ
イ
プ
の
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
製

造◆
◆ 

ま
と
め 

◆
◆

　
地
球
環
境
を
守
る
た
め
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
事
業
推
進
に

よ
る
循
環
型
社
会
構
築
へ
積
極

的
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、

官
と
民
の
役
割
を
決
め
協
力
体

制
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
も
う
か

が
え
た
。

　
し
か
し
、
将
来
的
に
採
算
面

で
の
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に

も
期
待
し
た
い
。

平成21年2月16日 上越市バイオマスタウン構想 上越市バイオマスタウン構想 
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表　彰
おめでとうございます。

表　彰
おめでとうございます。

　全国町村議会議長会から町村議会への功労

を称え、当村議会山口好郎議員が特別功労者

として表彰されました。

特別功労者 

山 口 好 郎 議員 

複合的利活用処理の流れ 

バイオマスプラスチックへの利用 

生ごみ 

バイオガス化設備 

バイオガス 

下水汚泥 

汚泥乾燥設備 

セメント原燃料 

未利用間伐材等 

木質ペレット 
製造設備 

熱風 
発生炉 

木質ペレット 

廃食油 

BDF設備 

ディーゼル燃料 

エネルギー 汚泥 

バイオガスエネルギー 

上越バイオマス循環事業協同組合

※「バイオマス」とは…動植物から生まれた再生可能な有機性資源。

アグリフューチャー・じょうえつ

関川村議会だより　　第 75 号

視察先　●上越市　●上越バイオマス循環事業協同組合　●アグリフューチャー・じょうえつ㈱ 

税
務
会
計
課
へ

渡
部
竜
也
さ
ん

（
四
月
一
日
付
）


